
1第　  章 高齢化の状況

第１節 高齢化の状況

１ 高齢化の現状と将来像

○５人に１人が高齢者という社会
・我が国の総人口は１億２，７５１万人（平成２１年１０月１日）前年に比べて約１８万人減少
・６５歳以上の高齢者人口は過去最高の２，９０１万人（前年２，８２２万人）
・６５歳以上を男女別にみると、男性は１，２４０万人、女性は１，６６１万人で、性比（女性人口１００人に対
する男性人口）は７４．７

・総人口に占める６５歳以上人口の割合（高齢化率）は２２．７％（前年２２．１％）
・「６５～７４歳人口」（前期高齢者）は１，５３０万人、総人口に占める割合は１２．０％、
・「７５歳以上人口」（後期高齢者）は１，３７１万人、総人口に占める割合は１０．８％

平成２１年１０月１日 平成２０年１０月１日
総数 男 女 総数 男 女

人口
（万人）

総人口 １２，７５１ ６，２１３ ６，５３８ １２，７６９ ６，２２５ ６，５４４
９５．０ （性比）９５．１

高齢者人口（６５歳以上） ２，９０１ １，２４０ １，６６１ ２，８２２ １，２０４ １，６１７
（性比）７４．７ （性比）７４．５

６５～７４歳人口（前期高齢者） １，５３０ ７２０ ８０９ １，５００ ７０６ ７９４
（性比）８９．０ （性比）８８．９

７５歳以上人口（後期高齢者） １，３７１ ５２０ ８５２ １，３２２ ４９９ ８２３
（性比）６１．０ （性比）６０．６

生産年齢人口（１５～６４歳） ８，１４９ ４，１０１ ４，０４８ ８，２３０ ４，１４１ ４，０９０
（性比）１０１．３ （性比）１０１．２

年少人口（０～１４歳） １，７０１ ８７２ ８２９ １，７１８ ８８０ ８３７
（性比）１０５．１ （性比）１０５．１

構成比

総人口 １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０
高齢者人口（高齢化率） ２２．７ ２０．０ ２５．４ ２２．１ １９．３ ２４．７
６５～７４歳人口 １２．０ １１．６ １２．４ １１．７ １１．３ １２．１
７５歳以上人口 １０．８ ８．４ １３．０ １０．４ ８．０ １２．６
生産年齢人口 ６３．９ ６６．０ ６１．９ ６４．５ ６６．５ ６２．５
年少人口 １３．３ １４．０ １２．７ １３．５ １４．１ １２．８

平成２１年度 高齢化の状況及び高齢社会対策の実施状況

単位：万人（人口）、％（構成比）

資料：総務省「推計人口」（各年１０月１日現在）
（注）「性比」は、女性人口１００人に対する男性人口

表１－１－１ 高齢化の現状



（年）

資料：2005年までは総務省「国勢調査」、2010年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成18年12月推計）」の出生中位・
　　　死亡中位仮定による推計結果
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単位：千人（高齢者人口、65～ 74歳人口、75歳以上人口）
　　　万人（総人口　（　）内）

高齢化率、総人口に対する75歳以上人口の割合  （％）
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総人口
（左側（　）
内目盛り）

高齢者人口
（棒グラフ上数値）

高齢化率
（右目盛り）

65～74歳人口
（前期高齢者）

75歳以上
人口割合
（右目盛り）

75歳以上人口
（後期高齢者）

1.3人2.0人3.3人4.8人高齢者１人を支える生産年齢人口（15～64歳）数→ 2.3人

図１－１－４ 高齢化の推移と将来推計

生産年齢人口（１５～６４歳）を支え手とすると １５～６９歳を支え手とすると
（a）

６５歳以上を何人
で支えるのか

（b）
７０歳以上を何人
で支えるのか

（c）
７５歳以上を何人
で支えるのか

（b）’
７０歳以上を何人
で支えるのか

（c）’
７５歳以上を何人
で支えるのか

昭和３５（１９６０）年 １１．２ １８．８ ３６．８ １９．５ ３８．２
４５（１９７０）年 ９．８ １６．４ ３２．２ １７．１ ３３．６
５５（１９８０）年 ７．４ １１．８ ２１．５ １２．４ ２２．６

平成２（１９９０）年 ５．８ ８．８ １４．４ ９．３ １５．２
１２（２０００）年 ３．９ ５．８ ９．６ ６．３ １０．４
１７（２００５）年 ３．３ ４．６ ７．２ ５．０ ７．９
２１（２００９）年 ２．８ ４．０ ５．９ ４．４ ６．６
２７（２０１５）年 ２．３ ３．２ ４．７ ３．６ ５．３
３７（２０２５）年 ２．０ ２．４ ３．３ ２．７ ３．６
４７（２０３５）年 １．７ ２．１ ２．８ ２．４ ３．２
５７（２０４５）年 １．４ １．７ ２．４ ２．０ ２．７
６７（２０５５）年 １．３ １．５ １．９ １．７ ２．２

資料：平成１７年までは総務省「国勢調査」より作成、平成２１年は総務省「人口推計」
平成２７年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成１８年１２月推計）」の出生中位・死亡中位仮定による推計結果

表１－１－６ 高齢世代人口と生産年齢人口の比率

○平成６７（２０５５）年には、２．５人に１人が６５歳以上、４人に１人が７５歳以上
・今後、総人口が減少するなかで、高齢化率は上昇
・平成５４（２０４２）年以降は高齢者人口が減少に転じても高齢化率は上昇
・平成６７（２０５５）年には高齢化率は４０．５％に達し、２．５人に１人が６５歳以上
・平成６７（２０５５）年には７５歳以上人口が総人口の２６．５％となり４人に１人が７５歳以上

○現役世代１．３人で１人の高齢者を支える社会の到来
・平成２１（２００９）年は、高齢者１人に対して現役世代（１５～６４歳）２．８人
・平成６７（２０５５）年には、高齢者１人に対して現役世代（１５～６４歳）１．３人
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（年）
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資料：2005年までは、厚生労働省「完全生命表」、2008年は厚生労働省「簡易生命表」
　　　2015年以降は、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成18年12月推計）」の出生中位・死亡中位仮定による推計結果

図１－１－７ 平均寿命の推移と将来推計

資料：国立社会保障・人口問題研究所「平成19年度社会保障給付費」
（注）高齢者関係給付費とは、年金保険給付費、老人保健（医療分）給付費、老人福祉サービス給付費及び高年齢雇用継続給付費を合わせたもの
　　　で昭和48年度から集計
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図１－１－１１ 社会保障給付費の推移

○男性８３．６７歳、女性９０．３４歳まで生きられる
・平均寿命は、平成２０（２００８）年現在、男性７９．２９年、女性８６．０５年
・平成６７（２０５５）年には、男性８３．６７年、女性９０．３４年となり、女性の平均寿命は９０年を超える

○過去最高となった社会保障給付費
・社会保障給付費全体について、平成１９（２００７）年度は９１兆４，３０５億円となり過去最高の水準
・国民所得に占める割合は、昭和４５（１９７０）年度の５．８％から２４．４％に上昇
・社会保障給付費のうち、高齢者関係給付費について、平成１９（２００７）年度は６３兆５，６５４億円、社
会保障給付費に占める割合は６９．５％



（2005年）

資料：UN，World Population Prospects : The 2008 Revision
　　　ただし日本は、総務省「国勢調査」及び国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成18年12月推計）」の出生中位・死亡中位
　　　仮定による推計結果による。
（注）先進地域とは、北部アメリカ、日本、ヨーロッパ、オーストラリア及びニュージーランドからなる地域をいう。
　　　開発途上地域とは、アフリカ、アジア（日本を除く）、中南米、メラネシア、ミクロネシア及びポリネシアからなる地域をいう。
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図１－１－１３ 世界の高齢化率の推移

○我が国は世界のどの国も経験したことのない高齢社会となる
・２１世紀初頭には最も高い水準となり、世界のどの国もこれまで経験したことのない高齢社会にな
ると見込まれている。
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